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栃 木 市 農 業 委 員 会 総 会 

開催日時　　令和５年 2 月 22 日（水）　午後２時３０分 

開催場所　　栃木市役所本庁舎３階　正庁 

出席委員 

１若色　昭松　　　２高際　英明　　　３五十畑節子 　　　４正田　秀雄 

５長　　明美　　　６小林真理子　 　 ７柴　賢一郎　     ８平本　勲　　　　 

 １０狐塚　正直　  １２山﨑　幸行    １３大谷　朗       １４泉田　裕美 

１５川嶋　房代　　１６川田　久子　　１７荒川　則夫　　 １８石塚　一彦 

１９大塚　幸八　　２０佐山　耕基　

 欠席委員　なし 

農業委員会事務局職員 

事務局長　　　　　　　櫻井　茂　　　　次　　長　　　　 　　高久　完治 

次長補佐兼農地調整係長 　石川　昌良　　　副主幹兼農委総務係長    小松原　雅人 

主　　査　　　　　　　大出　隆洋　　　主　　事　　　　　　 田中　翔汰

 会議事件 

議案第１号 

議案第２号 

議案第３号 

議案第４号 

議案第５号 

 

議案第６号 

 

議案第７号 

 

議案第８号 

議案第９号 

 

報告第１号 

 

報告第２号 

 

報告第３号 

報告第４号 

報告第５号 

報告第６号 

 

農地法第３条の規定による許可申請について 

農地法第５条の規定による許可申請について 

農地法第５条の規定による許可後の事業計画変更申請について 

非農地証明願について 

農業経営基盤強化促進法による農用地利用集積計画の策定 

（利用権の設定）について 

農業経営基盤強化促進法による農用地利用集積計画の策定 

（所有権の移転）について 

農地中間管理事業の推進に関する法律により市が作成する農用地

利用配分計画案に対する意見について 

栃木市農業委員会委員候補者選考委員会委員の推薦について 

栃木市農業委員会の保有する個人情報の保護に関する規則を廃止

する規則の制定について 

農地法第４条第 1 項第 8 号の規定による農地転用届出書専決処理

の報告について 

農地法第 5 条第 1 項第 7 号の規定による農地転用届出書専決処理

の報告について 

農地法第 18 条第 6 項の規定による通知受理状況の報告について 

使用貸借契約解約通知書受理状況の報告について 

農地法施行規則第 29 条第 1 項該当証明書の報告について 

農地改良事前協議の報告について 
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 報告第７号 

 

開会の宣言 

事務局長 

 

 

 

 

事務局長 

 

 

 

 

議事録署名 

議　　長 

 

 

 

 

 

議　　長 

 

 

会議書記指名 

議　　長 

 

 

　　議　事 

議　　長 

 

 

 

田中主事 

 

 

 

 

 

 

買受適格証明願の報告について 

 

 

それでは、ただ今から、令和 5 年 2 月栃木市農業委員会総会を開

会いたします。若色会長よりごあいさつをお願いします。 

 

（会長あいさつ） 

 

ありがとうございました。 

ただ今の出席委員は１８名で、定足数に達しておりますので、総会

は成立しております。それでは、総会規則第５条により、議事の進行

は若色会長にお願いします。 

 

 

それでは、これより議事に入ります。 

まず、日程第１の議事録署名委員の指名を行います。 

栃木市農業委員会総会規則第１８条第２項に規定する議事録署名委

員ですが、議長から指名させていただくことに、ご異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

 

それでは、議事録署名委員は、４番正田秀雄委員、5 番長明美委員

にお願いいたします。 

 

 

日程第２、会議書記の指名を行います。本日の会議書記には、事務

局職員の小松原雅人氏と田中翔汰氏を指名いたします。 

 

 

それでは、日程第３、議案審議に入ります。 

議案第 1 号「農地法第３条の規定による許可申請について」を議題

とします。事務局より議案の説明をお願いします。 

 

議案書２ページをご覧ください。 

今月の申請は、所有権の移転が１１件、使用貸借権の設定が１件あ

りました。申請者、土地の表示等については記載のとおりです。 

 

１番については、譲受人の経営規模拡大の申請です。 

譲受人は、皆川城内町を中心に米、野菜を作付しております。申請

地周辺は譲受人の経営農地であり、さらに規模を拡大するため、この
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たび売買により取得することとなりました。許可後は米を作付する予

定です。スクリーンをご覧ください。 

（写真説明） 

 

２番及び４番については、所有権の持分整理のための申請です。関

連した案件のため、一括でご説明いたします。 

譲受人はいずれも、申請地周辺で主に米を作付しております。申請

地は、譲渡人及び譲受人の農地への進入路となっており、３名で共用

しています。このたび、単独名義となっている進入路を３名の共有名

義とするため申請に至りました。スクリーンをご覧ください。 

（写真説明） 

 

３番については、譲受人の経営規模拡大の申請です。 

譲受人は、新井町において米を作付しております。申請地は以前か

ら譲受人が自身の農地と一体で耕作しており、このたび贈与により取

得することとなりました。許可後も引き続き、米を作付する予定です。

スクリーンをご覧ください。 

（写真説明） 

 

５番については、経営移譲年金受給のための申請です。 

譲受人は、吹上町を中心に米を作付しております。経営移譲年金受

給に係る親子間貸借を延長するため、申請に至りました。許可後も引

き続き、米を作付する予定です。スクリーンをご覧ください。 

（写真説明） 

 

６番については、譲受人の経営規模拡大の申請です。 

譲受人は、都賀町家中において米、野菜を作付しております。申請

地は以前から譲受人が耕作しており、このたび売買により取得するこ

ととなりました。許可後も引き続き、野菜を作付する予定です。スク

リーンをご覧ください。 

（写真説明） 

 

７番については、譲受人の経営規模拡大の申請です。 

譲受人は、都賀町深沢を中心に米、麦を作付している認定農業者で

す。申請地は以前から譲受人が耕作しており、このたび贈与により取

得することとなりました。許可後も引き続き、米、麦を作付する予定

です。スクリーンをご覧ください。 

（写真説明） 
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８番については、譲受人の経営規模拡大の申請です。 

譲受人は、大平町西山田を中心に米を作付しております。譲渡人が

いずれも市外在住であり、譲受人に土地処分の申出があったことから

贈与により取得することとなりました。許可後は米を作付する予定で

す。スクリーンをご覧ください。 

（写真説明） 

 

９番については、譲受人の経営規模拡大の申請です。 

譲受人は、大平町真弓を中心に米、麦を作付しております。申請地

は以前から譲受人が耕作しており、このたび売買により取得すること

となりました。許可後も引き続き、米、麦を作付する予定です。スク

リーンをご覧ください。 

（写真説明） 

 

１０番については、譲受人の経営規模拡大の申請です。 

譲受人は、大平町下高島において米、野菜を作付しております。申

請地の一部は耕作権が付いており、このたび経営拡大のため、自宅に

隣接する農地と合わせて売買により取得することとなりました。許可

後は米を作付する予定です。スクリーンをご覧ください。 

（写真説明） 

 

１１番については、経営の若返りのための申請です。 

譲受人は、藤岡町赤麻において野菜を作付しております。このたび、

譲渡人の高齢化に伴い、所有権を子に一括贈与するため申請に至りま

した。許可後も引き続き、野菜を作付する予定です。スクリーンをご

覧ください。 

（写真説明） 

 

１２番については、譲受人の経営規模拡大の申請です。 

譲受人は、岩舟町静において米、ぶどう、野菜を作付している認定

農業者です。譲渡人が市外在住であり、譲受人に土地処分の申出があ

ったことから贈与により取得することとなりました。許可後は米を作

付する予定です。スクリーンをご覧ください。 

（写真説明） 

 

以上１２件の申請につきましては、法第３条第２項各号には該当し

ないため、許可要件のすべてを満たしております。ご審議よろしくお

願いいたします。 
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 議　　長 

 

 

北部調査委員長 

（狐塚委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

議　　長 

 

南部調査委員長 

（石塚委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

議　　長 

 

 

 

議　　長 

 

 

 

 

議　　長 

 

 

 

 

ただ今の事務局の説明に関連して、事前調査委員長から調査の結果

をお願いします。北部調査委員長お願いします。 

 

今回の北部調査委員長の１０番狐塚です。 

今回は私と４番正田委員、１５番川嶋委員の３名と事務局２名で２

０日月曜日、事前調査を行いました。それでは調査の結果を報告いた

します。 

今回北部の申請は、所有権移転の申請が６件、使用貸借設定の申請

が１件ありました。書類審査及び現地調査を行いましたが、申請書類

に不備はなく、現地の耕作状況等も確認した結果、特に問題はないと

思われるため、許可することが妥当であると考えます。以上が調査内

容の報告であります。皆様のご審議よろしくお願いします。 

 

ありがとうございました。南部調査委員長お願いします。 

 

今回の南部調査委員長の１８番石塚です。 

今回は私と６番小林委員、１７番荒川委員の３名と事務局２名で、

２１日火曜日、事前調査を行いました。それでは調査の結果を報告い

たします。 

今回南部は、所有権移転の申請が５件ありました。書類審査及び現

地調査を行いましたが、申請書類に不備はなく、現地の耕作状況等も

確認した結果、特に問題はないと思われるため、許可することが妥当

であると考えます。以上が調査内容の報告であります。皆様のご審議

よろしくお願いします。 

 

ありがとうございました。 

これより、質疑に入ります。発言のある方は挙手をお願いします。 

（質疑なし） 

 

発言がないようですので、採決いたします。 

議案第１号について、原案のとおり許可することにご異議ございま

せんか。 

（異議なしの声） 

 

異議なしと認め、議案第１号は、原案のとおり許可することに決定

いたしました。 

次に、議案第２号「農地法第５条の規定による許可申請について」

及び、議案第３号「農地法第５条の規定による許可後の事業計画変更

申請について」を議題とします。事務局より議案の説明をお願いしま



6 

  

 

大出主査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

す。 

 

議案書の６ページをご覧ください。 

今回は、１０件の申請がありました。申請者・土地の表示等について

は記載のとおりです。 

 

　１番は、一般住宅への転用です。地図は１ページです。 

　事業計画者は、市内のアパートに家族３人で居住しております。子

供の成長に伴い現在の住居では手狭であるため、自己用住宅の建築を

計画しました。農地の区分は農地の広がりが 10ha 以上の第１種農

地ですが、集落に接続し、土地の代替性が無いため、不許可の例外規

定に該当すると考えられます。取水は上水道、排水は市道側溝、雨水

は自然浸透です。スクリーンをご覧ください。 

（写真説明） 

 

２番については、太陽光発電設備への転用です。地図は２ページで

す。事業計画者は、太陽光発電事業を生業とする法人です。再生可能

エネルギー事業に貢献するため申請に至りました。 

農地の区分は、農地の広がりが１０ha 未満の第２種農地であり、

土地の代替性が無いため、許可基準に該当します。取水、排水は無く、

雨水は自然浸透です。スクリーンをご覧ください。 

（写真説明） 

 

３番および議案第３号１番については、砂利採取の一時転用です。

地図は３ページです。事業計画者は、令和４年３月から令和５年２月

の１年間で砂利採取の一時転用許可を受けておりますが、新型コロナ

ウィルス感染症拡大により、市況に混乱が生じ、ダンプ、オペレータ

ーが当初の予定通りに集まらなかったことから、砂利採取場の埋め戻

しに遅延が生じ、２月末までの工事完了が困難となりました。そのた

め工事完了を６か月延長するため変更申請に至りました。 

農地の区分は、農振農用地でありますが、一時転用であるため例外

規定に該当します。一時転用については最長で３年までとなっており

ます。取水、排水は無く、雨水は自然浸透です。スクリーンをご覧く

ださい。 

（写真説明） 
 

４番は、砂利採取の一時転用です。地図は４ページです。 

　事業計画者は、建設資材の販売と生産を行っております。周辺地域

は砂利が豊富な場所であるため、事業を計画しました。 

　農地の区分は、農用地区域でありますが、一時転用であるため、不
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許可の例外規定に該当します。　取水、排水はなく、雨水は自然浸透

です。スクリーンをご覧ください。 

（写真説明） 
 

５番及び６番については事業計画者が同一であり、関連もあるた

め、一括してご説明いたします。地図は５ページです。 

５番については、太陽光発電設備への転用です。事業計画者は、太

陽光発電事業に取り組む法人です。事業計画者は、太陽光発電設備の

事業計画地を探していたところ、日射量の豊富な場所で発電効率も良

い、申請地を選定いたしました。 

　６番は太陽光発電設備の進入路への転用です。計画では申請地以外

の山林・宅地も利用し、全体面積２，２７２㎡となります。 

農地の区分は、５番、６番共に農地の広がりが１０ｈａ未満の第２

種農地であり、土地の代替性が無いため、許可基準に該当いたします。 

取水、排水はなく、雨水は自然浸透です。スクリーンをご覧くださ

い。 

（写真説明） 

 

７番については、工事用車両運搬路、作業ヤードへの一時転用です。

地図は６ページです。 

事業計画者は、土木建築業等の他、鉄道関係の保守、修繕工事を営

む法人です。申請地に隣接する線路の補修工事をするために、申請地

を一時的に利用し、運搬路及び作業地を確保する計画です。 

農地の区分は、土地改良施行区域内の第１種農地と農地の広がりが

１０ha 未満の第２種農地でありますが一時転用であるため、許可基

準に該当します。取水、排水はなく、雨水は自然浸透です。スクリー

ンをご覧ください。 

（写真説明） 

 

８番、９番及び１０番については転用目的が同一であり、近接地で

あるため一括してご説明いたします。地図は７ページです。 

８番、９番、１０番全て太陽光発電設備への転用です。いずれの事

業計画者も太陽光発電設備に取り組むにあたり事業計画地を探して

いたところ、日射量の豊富な場所で発電効率も良い、申請地を選定い

たしました。 

農地の区分は、農地の広がりが１０ｈａ未満の第２種農地であり、

土地の代替性が無いため、許可基準に該当いたします。取水、排水は

なし。雨水は浸透槽処理です。スクリーンをご覧ください。 

（写真説明） 
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議　　長 

 

 

 

北部調査委員長 

（狐塚委員） 

 

 

 

 

 

 

議　　長 

 

南部調査委員長 

（石塚委員） 

 

 

 

 

 

 

議　　長 

 

　　 

正田委員 

 

 

 

 

以上１０件の申請については、他法令の許認可の見込みや資金計画

の妥当性等により転用の確実性も問題はないと考えられます。 

４番の案件については面積が３０アールを超えるため、県の常設審

議委員会に意見を求め、許可相当の回答を受理した後に許可すること

となります。 

なお、３番の案件も面積が３０アールを超えていますが、事業内容

は変わらず期間の延長のみですので常設審議委員会の意見は不要で

す。以上で説明を終わります。ご審議よろしくお願いいたします。 

 

ただ今の事務局の説明に関連して、事前調査委員長から調査の結果

をお願いします。 

北部調査委員長お願いします。 

 

今回北部は一般住宅が１件、太陽光発電が１件、砂利採取が１件、

合計３件の農地転用申請、および事業計画変更の申請が１件ありまし

た。書類審査及び現地調査を行いましたが、申請書類に不備はなく、

許可基準を満たしており、周辺農地への影響はないと思われるため、

許可することが妥当であると考えます。 

以上が調査内容の報告であります。皆様のご審議よろしくお願いし

ます。 

 

ありがとうございました。南部調査委員長お願いします。 

 

今回南部は、砂利採取の一時転用が１件、太陽光発電設備関係が５

件、工事用車両運搬路の一時転用が１件の合計７件の申請がありまし

た。書類審査及び現地調査を行いましたが、申請書類に不備はなく、

許可基準を満たしており、周辺農地への影響はないと思われるため、

許可することが妥当であると考えます。 

以上が調査内容の報告であります。皆様のご審議よろしくお願いし

ます。 

 

ありがとうございました。ここで、地元委員の意見を伺います。 

番号１番について、４番正田委員お願いします。 

 

４番正田です。 

１番につきましては、母親の農地に建てるということです。周辺に

放棄地があり特に差し支えないと思いますので、皆様のご審議よろし

くお願いします。 
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 議　　長 

 

川田委員 

 

 

 

 

議　　長 

 

 

大塚委員 

 

 

 

 

議　　長 

 

平本委員 

 

 

 

 

 

議　　長 

 

荒川委員 

 

 

 

議　　長 

 

高際職代 

 

 

 

議　　長 

 

山﨑委員 

 

番号２番について、１６番川田委員お願いします。 

 

１６番川田です。 

２番の案件ですが、事務局及び調査委員長の説明のとおりでござい

ます。特に問題ないかと思われますので、ご審議の程よろしくお願い

いたします。 

 

番号３番及び、議案第３号１番を併せて、１９番大塚委員お願いし

ます。 

 

１９番大塚です。 

事業計画変更が出ているということで現場を見てきました。半年の

延長が必要だということで申請が出たものです。よろしくお願いいた

します。 

 

番号４番について、８番平本委員お願いします。 

 

８番平本です。 

３月に許可がおり次第、砂利採取をしたいということなので、現地

を確認し会社の方に直接話を聞きました。周辺の地権者の方々にもお

伺いをたてたのですが、皆さん承諾されたということで問題ないと思

います。よろしくお願いいたします。 

 

番号５番、６番について、１７番荒川委員お願いします。 

 

１７番荒川です。 

太陽光発電の設置ということで周辺農地への影響もなく、問題ない

かと思います。よろしくお願いします。 

 

番号７番について、２番高際職代お願いします。 

 

２番高際です。 

７番の案件ですが、線路の法面を補強するための工事だということ

で、地理的にも問題ありません。よろしくお願いいたします。 

 

番号８番から１０番について、１２番山﨑委員お願いします。 

 

１２番山﨑です。 

８番から１０番の案件ですが、事務局及び調査委員長の説明のとお
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議　　長 

 

 

 

議　　長 

 

 

 

 

議　　長 

 

 

 

 

大出主査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

りであります。特に問題はないかと思いますので、ご審議よろしくお

願いします。 

 

ありがとうございました。 

これより、質疑に入ります。発言のある方は挙手をお願いします。 

（質疑なし） 

 

発言がないようですので、採決いたします。 

議案第２号及び議案第３号は、原案のとおり許可することにご異議

ございませんか。 

（異議なしの声） 

 

異議なしと認め、議案第 2 号及び議案第３号は、原案のとおり許可

することに決定いたしました。 

次に、議案第４号「非農地証明願について」を議題とします。事務

局より議案の説明をお願いします。 

　 

議案書の１２ページをご覧ください。 

今回は３件の申請がありました。願出人・土地の表示等は記載のと

おりです。 

 

１番の案件については、地図は８ページです。 

申請地は１筆で、航空写真等より、平成１０年以前から宅地として

利用されてきたことが確認できております。スクリーンをご覧くださ

い。 

（写真説明） 

 

２番の案件については、地図は９ページです。 

申請地は２筆で、航空写真等より、平成１０年以前から宅地として

利用されてきたことが確認できております。スクリーンをご覧くださ

い。 

（写真説明） 

 

３番の案件については、地図は１０ページです。 

申請地は３筆で、航空写真等より、昭和４１年以前から宅地として

利用されてきたことが確認できております。スクリーンをご覧くださ

い。 

（写真説明） 
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議　　長 

 

 

南部調査委員長 

（石塚委員） 

 

 

 

 

 

 

議　　長 

 

 

荒川委員 

 

 

 

議　　長 

 

 

 

議　　長 

 

 

 

 

議　　長 

 

 

 

 

 

 

 

五十畑職代 

以上３件について、いずれの案件も、非農地の証明することはやむ

を得ないと思われます。ご審議よろしくお願いいたします。 

 

ただ今の事務局の説明に関連して、事前調査委員長から調査の結果

をお願いします。南部調査委員長お願いします。 

 

今回南部は、３件の申請がありました。 

いずれも２０年以上宅地として利用されてきたことを理由として

おります。 

書類審査及び現地調査を行いましたが、いずれも農地への復元が容

易でないと認められるため、非農地証明をすることは妥当であると考

えます。以上が調査内容の報告であります。皆様のご審議よろしくお

願いします。 

 

ありがとうございました。ここで、地元委員の意見を伺います。 

番号 1 番から３番について、１７番荒川委員お願いします。 

 

１７番荒川です。 

３件の案件とも、かなり昔から宅地として使用していたようです。

特に問題ないかと思います。よろしくお願いします。 

 

ありがとうございました。これより、質疑に入ります。発言のある

方は、挙手をお願いします。 

（質疑なし） 

 

発言がないようですので、採決いたします。 

議案第４号について、原案のとおり証明することにご異議ございま

せんか。 

（異議なしの声） 

 

異議なしと認め、議案第４号は、原案のとおり証明することに決定

いたしました。 

次に、議案第５号「農業経営基盤強化促進法による農用地利用集積

計画の策定（利用権の設定）について」を議題とします。 

新規、再設定合わせて１７５件の利用権の設定であり、事務局の説

明は省略します。 

これより、質疑に入ります。発言のある方は、挙手をお願いします。 

 

　３番五十畑です。 



12 

  

 

 

 

 

議　　長 

 

 

議　　長 

 

 

 

 

議　　長 

 

 

 

 

 

 

 

 

議　　長 

 

 

 

 

議　　長 

 

 

 

 

 

小松原副主幹 

 

 

 

 

 

25 ページ 121 番から 126 番の借人をご覧ください。小山市在住

の 36 歳の方です。来月より栃木市岩舟町でぶどう作りを父と母と３

人で始めます。今月 13 日に面接をし、新たに栃木市の農家の仲間に

なることになりました。皆様のサポートをよろしくお願いします。 

 

　他に発言のある方は、挙手をお願いします。 

（質疑なし） 

 

発言がないようですので、採決いたします。 

議案第５号について、原案のとおり承認することにご異議ございま

せんか。 

（異議なしの声） 

 

異議なしと認め、議案第５号は、原案のとおり承認することに決定

いたしました。 

次に、議案第６号「農業経営基盤強化促進法による農用地利用集積

計画の策定（所有権の移転）について」を議題とします。 

県農業振興公社の関する２件３筆、約７５a であります。事務局の

説明は省略します。 

これより、質疑に入ります。発言のある方は、挙手をお願いします。 

（質疑なし） 

 

発言がないようですので、採決いたします。 

議案第６号について、原案のとおり承認することにご異議ございま

せんか。 

（異議なしの声） 

 

異議なしと認め、議案第６号は、原案のとおり承認することに決定

いたしました。 

次に議案第７号「農地中間管理事業の推進に関する法律により市が

作成する農地利用配分計画案に対する意見について」を議題としま

す。事務局より議案の概要について説明をお願いします。 

 

議案書 33 ページ及び本日配付した補足資料をご覧ください。 

新規農地所有適格法人 4 番の議案です。農業の永続性、持続性を確

保するため大宮地区の農家が昨年 10 月に法人を設立し、12 月に面

談を行い農地所有適格法人として認めました。 

今回、個人名義で借りていた農地を法人名義で借りなおすための配

分計画です。 
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議　　長 

 

 

議　　長 

 

 

 

 

議　　長 

 

 

 

 

 

小松原副主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議　　長 

 

 

平本委員長 

今後も個人名義で借りている農地を、法人名義で借り換える予定で

す。説明は以上です。 

 

これより、質疑に入ります。発言のある方は、挙手をお願いします。 

（質疑なし） 

 

発言がないようですので、採決いたします。 

議案第７号について、原案のとおり承認することにご異議ございま

せんか。 

（異議なしの声） 

 

異議なしと認め、議案第７号は原案のとおり承認することに決定い

たしました。 

次に、議案第８号「栃木市農業委員会委員候補者選考委員会委員の

推薦について」を議題とします。 

事務局より議案の説明をお願いします。 

 

議案書 36 ページをご覧ください。議案第８号栃木市農業委員会委

員候補者選考委員会委員の推薦について審議を求めるものでありま

す。37 ページをご覧ください。これは無記名の状態のものでありま

すので、選考委員が決定した後にご記入いただくことになります。 

まず、選考委員について説明いたします。平成 28 年の農業委員会

等に関する法律の改正に伴い、農業委員の選出方法が、選挙制度から

市長の任命制度に変わったことにより、その選考を行うため、栃木市

農業委員会委員候補者選考委員会が規定されたものです。 

委員会の定数は５名で、委員長は産業振興部長、他に市の職員の委

員として、選挙管理委員会事務局長、農業委員会事務局長が委員とな

り、農業委員会からは推薦された２名の農業委員が選考委員となりま

す。今回３名の委員補充のための選考委員会を開くにあたり２名の選

考委員を推薦いただきます。ご審議のほど、よろしくお願いいたしま

す。 

参考までに選考委員会後の流れですが、選考委員会で選出した委員

を市長に報告し、市長から議会に諮り、議会の同意を得て正式に任命

となります。 

 

続いて本日の運営委員会において審議いただきましたので、その結

果を平本委員長より報告お願いします。 

 

８番平本です。 
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議　　長 

 

 

 

議　　長 

 

 

 

 

議　　長 

 

 

 

 

 

小松原副主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議　　長 

 

 

 

議　　長 

 

 

この件につきましては、３年前にも委員が３名亡くなり欠員が生じ

た経緯がございます。その時の選考委員は、当時の会長と職務代理者

の代表にやっていただきました。運営委員会としては、会長と高際職

務代理者の２名、その他市の職員３名、あわせて５名でやっていただ

いてはどうかということになりましたのでご報告いたします。 

 

ただ今の報告について、ご意見またはご質問のある方は、挙手をお

願いします。ご発言はありますか。 

（発言なし） 

 

発言が無いようですので、採決いたします。 

議案第８号について、運営委員会平本委員長の報告のとおりとする

ことにご異議ございませんか。 

（異議なしの声） 

 

異議なしと認め、議案第８号について本委員会は私、若色と高際職

務代理者を推薦することに決定いたしました。 

次に、議案第９号「栃木市農業委員会の保有する個人情報の保護に

関する規則を廃止する規則の制定について」を議題とします。 

事務局より議案の説明をお願いします。 

 

議案書の 38 ページをご覧ください。 

栃木市農業委員会の保有する個人情報の保護に関する規則、を廃止

する規則の制定についてご説明いたします。 

「栃木市農業委員会の保有する個人情報の保護に関する規則」と

は、約２０年前市町村単位で個人情報保護条例を制定した時に、農業

委員会、議会事務局、選挙管理委員会等の独立行政委員会も市の条例

に準じ制定したものです。個人情報の保護条例については、自治体ご

とに制定していました。今回、国が法律として整備することになり、

条例が廃止されるため、本規則も廃止になるものです。 

以上で説明を終わります。ご審議よろしくお願いします。 

 

ただ今の説明について、ご意見またはご質問のある方は、挙手をお

願いします。ご発言はありますか。 

（発言なし） 

 

発言が無いようですので、採決いたします。 

議案第９号について、原案のとおり規則を制定することにご異議ご

ざいませんか。 
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議　　長 

 

 

 

 

 

 

 

議　　長 

 

 

 

 

議　　長 

 

 

 

 

 

 

（異議なしの声） 

 

議案第９号について異議なしと認め、原案のとおり規則を制定する

ことに決定いたしました。 

次に、日程第４報告事項に入ります。 

報告第１号から、報告第７号までを、一括報告とします。事務局の

説明は省略します。 

報告事項について発言のある方は、挙手をお願いします。 

（質疑なし） 

 

発言がないようですので、報告事項を終わります。 

以上で、本日の議案の審議並びに報告事項はすべて終了いたしまし

た。その他、皆さんから何かございますか。 

（質疑なし） 

 

発言がないようですので、以上をもちまして、令和５年２月栃木市

農業委員会総会を閉会いたします。 

 

　［閉　会　午後３時２２分] 

 

 

議事録を証するため下記署名いたします。 

 

令和５年　　月　　日 

 

 

農業委員会長　　　　　　　　　　　　　　 　　(若　色) 

 

 

署 名 委 員      　　　　　　　　　　 　　　 (正　田) 

 

 

署 名 委 員      　　　　　　　　　　　  　　(　長　)

 


